
第 12 回
若手技能者の採用や育成に資する活動に対する助成

活動テーマ： 土木技術者養成研修（新入社員コース）
活動期間 ： 令和４年４月～令和４年10月 
発 表 日： 令和６年２月28日 

団 体 名： 公益社団法人
日高地域人材開発センター運営協会



団体の概要
 所 在 地 北海道浦河郡浦河町

東町うしお２丁目３番１号
 設立年月日 平成７年４月１日
 目 的 北海道日高地域の労働者や求職者、住民に

対する各種職業教育訓練などを通して地
域の発展に寄与することを目的に活動

 会 員 数 133企業団体
（土木・建築 72企業団体）



背景
北海道日高地域には工業高校がなく、地域の建設会社は

道内の工科大や専門学校にも求人を出していましたが、応
募が少なく人材確保に苦戦しております。

そこで、普通高校にも対象を広げて採用活動を行ってお
ります。これまでも普通科高校の卒業生を採用した事例は
あったものの、採用しても「そもそも建設業とはどういう
ものか」というところから教える必要があったため、採用
企業で教育する余裕がないという状況でありました。

この状況を支援するため、新卒採用者を対象とした土木
技術者養成研修を平成29年度より実施しております。



１．土木技術者養成研修の実施（令和４年度）

日高管内で働くベテラン技術者が講師を務め、23日間のカリ
キュラムで土木や測量の専門知識と技術を「８名」に指導。

令和４年度 カリキュラム
１ 建設業概論（建設業界、仕事の流れ、現場代理人等）
２ 新入者安全衛生教育
３ 測量学概論
４ 測量基本実習
５ 足場作業特別教育
６ 足場組立作業実技
７ フルハーネス型安全帯特別教育
８ 無人航空従事者試験３級ライセンス（ドローン）
９ 大型特殊免許教習

《活動内容》



土木技術者養成研修 実施状況

「建設業概論」 「ドローン講習」

「測量基本実習」 「足場組立作業実技」



２．採用情報及び土木技術者養成パンフレット作成

新卒及び新規採用確保のためのパンフレットを作成。
日高管内の高校（全校生徒）への配布、新聞折込等により
求人情報や、研修体制があることのＰＲを行った。



《助成金の使途》

土木技術養成研修

フルハーネス特別教育、足場作業特別教育
大型特殊免許やドローン資格取得費
足場組立作業実技の資材、テキスト代

採用情報及び土木技術者養成パンフレット作成

パンフレット作成費
新聞折込手数料



《活動の成果・効果①》

地方は若年層の減少が大きい傾向にあります。
さらに、北海道の日高地域には、工業高校もなく人材

確保に苦戦しておりますが、普通高校から建設業に入職
していただくことができました。
令和４年度は、前年度に比べ建設業や社会人としての

基礎知識、基本技能等、昨年度よりコースを拡充し研修
を実施することができました。
資格取得では、大型特殊免許教習を取り入れることが

でき、車両建設機械・不整地運搬技能講習の資格を取得
しやすくなりますが、その他に重機オペレーター職等に
転向することもでき、建設業からの離職率低下に役立て
る可能性にも繋がりました。



《活動の成果・効果②》

企業の採用情報や土木技術者養成研修のパンフ
レットを作成し日高地域の全高校生に配布したり
新聞折込等を行ったことにより、保護者や地域の
方々に求人情報や企業に入職した場合の教育体制
について、周知を図ることができた。

日高地域の建設業は一時採用を
控えていた時期がありました。
近年入職した若手とその上の世代
が離れていました。
そうした中で、違う会社の

若者同士が一緒に学び、お互いに
興味をもちながら、ネットワークを
形成できることができました。

年度 受講生
平成29年度 １０名
平成30年度 ３名
令和元年度 ９名
令和２年度 ９名
令和３年度 １０名
令和４年度 ８名
令和５年度 ７名

年度別 受講生数



《今後の取組み・課題》

◆土木技術者養成研修のカリキュラムの
充実を図る。

◆地域から要望のある建築技能者養成
講習の実施。
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